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E 11 ア/  リカ; 順､ 九人 の象族 無識 と生活

一聊 氏I    ･ 砂 び涛 七･  帰ま2  世 。適応 状況 一

播 岡教背大　　 高橋 久義d-

百的　 わが国 で`も戦後 。制度 改革によ、 て、 大婦 象朕刎規範 。t 視 と象良・ 個 人 主義化

の^"l向K 強 お　 て1きていろ。 そのような状況ふ 対応 し て. 尤 午期 の生 者方々象族 関伴 のあ

') 1S t 考 える 』=｡で、 アメ リカ 。肩矛､老人 。員 文化 へ の適声 状ヽ 況 にフい て考家する こヒは 無

義ヵ^ある。 本研%  X  は　B 本 で放 育を受けた暁に雅<? ・ 理由 で疲末L  .  祷I; は人雇 束列 な

どのii  客を経験I  なヵ侈 、B 本t は 冥質な紅会 でヽ` 子侠 亡生 み晋 て丸後 を忿 えるに 至。 た日

系 鬼人 、象族先議・ 竹載 とそ・ 生娼 丈や 免俊生活 め失徳 を明 らヵ･に する。

方法、I り6 年1   月31 a 丿々 約恥目 間 、ヵリフォ ルニ､ア伺 すンノゼ市に滞在I て調 査 吉紆

ワr-.. サ ンノ-cr t サンフ ヲンシ スコen  a 本町 にあφ丸人 ホ ーム およびサ ンノで 同堰地 域に

店 毬t  る日 系人・ なヵヽ ヵ､ら.l? 本で教 育 を剱 す日本 語 を読 みt- ぎ詣 せる必歳 以上の考 を対

象に、 日 本人 の象族 壽謝い･ 。比 軟 を主な目的t  ＼ た アンケート 調査 色実施 し、 そのうち。

15人 につい て生活丸 吟聴? 取 り調 査 □5 ，re. 戦後御往淘 とお り こいない 考 を除い て、 ア

ンケ ート 調 査。分荷 に用いた サ ンア ル数､ ま男性25 人 と-t性 私 人 。計7| 人 であ る。

銘 艮　 調査対 象盾 のう ち、 男々t  も日 本生まれが6  割 、男性 。S  劃t 女 性 の4 刎 が冷0歳

・代 である。日 系人社会 と。部 ひごつきは強 いヵ■='.   日 本に臓 い望郷 の喬 をもつ^ は ケない 。夫

婦 家族刊規吏 を良恵する程 度はB  本人よ り も強 く,   とくr,  大締 のｲ徊呂性や親 密性 左重視 す

る無識 が強い 、 だ が、耳-jIに対 しては消極 的 であリ保 守的 でもあ る。 一方、3- 侠 の生 き方

に干砂寸 べ寺でないし で` さない と考え てい るためts,    tf:ｲﾍ 聞゙ 。対 立は 少`ない。 、ﾁｲ矢丿t 別

居I てい ても頻繁 な火丸があtに 親 子・ 間 に距皺 をおい 氏親 客'£ 闇係 が形成 され てい る。

E 12　　 粟村三世代家族。研拓(    1  ) 一母t  孝。ラA   7 スタ4 IレOj較
お茶士大家妁:　　o佐 野志淳子　　柚升孝 子
名葉学園大　　　　>m 宏子

目的：｜ 村三世代家族 におけ る.   母t  季 のラうフコース、ラうフ スタ'イルの比較・考魅
を行なう。

含ま：静 岡県志太郡岡部町朝応奈地域IT) B.世代象夜の上二世代C 母し

しヽ/リb 年？月下旬に訪問面接It よる聴 苛取り調-irt 行も ね。分新対象ほ、母・奪t も

I- T§如今 回准胞碍ら気孔栗/2f 維之`ある。 分析･-i、東束丸学な

＝・ －9  －り 恥 、 ヤμ×による単純集計・7  コ又集計・棟 吏等-i行な、r-・

対 象者tr, 基本的属性：①平均年齢- 母ヽ耀､ぶ歳、妻3ﾀA 歳。R 出身一母<7)  み7 "/.・キ の4灯;

引司部町出身。②学屋一母の28'/, ・奪の5-/ﾂ。゙び`義務取肴終3;fi 度.  R 職業-z び ギ 専業霞

劃　タバ が兼f  麗虹 μﾂ.# ■非麗匁。（B 客桟構成一is なが咤・5.  世代匁族-  37 -A ff % X 罹
三it 代曝族。の同居の絶-り? 刄 が`夫才、//％が幸オ。

結果：①結婚時、第一ﾓﾁ出左瞬等の年齢 についてit、世代PH で友！-'i'差IT なーい。末子池

蘆叫の昇齢にっいI  17、S. びある。②母 ■ 毒名包代I-fi ヴ3  出身≪別･ 琴登別・ 職業仙こ

^ ロト齢差（ 結婚時、第一 孚出産時- 末子it産時岑の年齢差)   a.  わ ず々 ぞあ§ ．⑨its.

ん数･れ 戦 前結恰せ ㈹し戦後似婚^ ㈹で文きく↓ い- 女性の第－^ 出産後 。ラうフコー7.、

を決定t  る主な零因と考えられ3  . ④配馬考£択ぱ9  - ン、秘婚式・場所、紡婚 前の杜拳、

出展場 町苓をみるfc、弟年看I? ど＆ 一的ざ馮? 傾向 ザうヵヽ がz.3  ．⑤伝死･ 行事凄 舶こ対

一寸る意､識・価値砿 にっいt  I?,   母-^ 肴 ぜ相ふ が認ih られる。


